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いま日本で万博を開催する意義
～万博は「オワコン」か？～

小野平八郎
公益社団法人2025年日本国際博覧会
協会 理事（副事務総長）
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「2025年大阪・関西万博」特集

可能性のタマゴで未来を切り開く
～大阪・関西万博を直前に迎えて～

岡田　康伸
電気事業連合会 大阪・関西万博推進室 �
室長
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【明日を読む】　�万博の「経済効果」 宇南山　卓

京都大学経済研究所 教授 9

　
世界最高水準、アジアNo.１の国際観光文化都市を目指して
～万博後を見据えた観光振興～

溝畑　　宏
大阪観光局 理事長 10

　
調和する未来のために 佐久間洋司

大阪大学社会ソリューションイニシア
ティブ�特任研究員
2025年日本国際博覧会�大阪パビリオン
推進委員会 ディレクター

16

　
２か国のパビリオンアンバサダーとして
～音楽の力で世界に希望を～

西本　智実
指揮者 21

　
空飛ぶクルマと大阪・関西万博
～万博から始まる空の移動革命～

岩本　　学
一般財団法人日本経済研究所イノベー
ション創造センター 上席主任研究員
株式会社日本政策投資銀行産業調査部
産業調査室 調査役

22

　
【明日を読む】　�米 IT 見本市に見る日本の復権 関口　和一

株式会社MM総研代表取締役所長 29

　
　
特別研究

シリーズ「円安の原因と影響」第１回
円安の背景
～内外金利差とグローバルリスク～

小川　英治
東京経済大学経済学部 教授
一般財団法人日本経済研究所 評議員

羅　　鵬飛
摂南大学経済学部 講師

30

　

「2025年大阪・関西万博」特集



特別記事

新時代の組織のあり方
～人的資本経営と「心理的安全性」～

〈講　師〉
小島　希美
株式会社シースリーフュージョン �
代表取締役
〈モデレーター〉
鍋山　　徹
一般財団法人日本経済研究所 コンサル
ティングフェロー

40

　
【海外の現場から】　
　　　　　�2025年　第二次トランプ政権の幕開け 下澤　範久

DBJ�Americas�Inc.�CEO
45

　
　
World View

〈アジア発〉
シリーズ「アジアほっつき歩る記」第108回
台湾でＢ級グルメ散歩

須賀　　努　
コラムニスト・アジアンウオッチャー 46

　
〈ヨーロッパ発〉
シリーズ「ヨーロッパの街角から」第48回
無包装小売店
～持続可能な消費生活の提案～

松田　雅央
在独ジャーナリスト 48

　　
　
連　載

医療連携と役割分担の新たな形を求めて
～医療と介護のサステナビリティ（第８回）～

〈話し手〉
松波　英寿
社会医療法人蘇西厚生会 松波総合病院 �
理事長
〈聞き手〉
青山　竜文
株式会社日本政策投資銀行設備投資研
究所 上席主任研究員

52

　
【地域の現場から】　異形の街「難波」 有年　和廣

株式会社日本政策投資銀行�
関西支店 部長
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経済・産業動向

経済動向 株式会社日本政策投資銀行 設備投資研
究所
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【景気ウォッチャー調査】　 株式会社日本経済研究所 67
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